
　
当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
南
寝
屋
川
公
園
は
、
寝
屋
川

市
の
南
側
に
位
置
す
る
寝
屋
川
市
の
代
表

的
な
公
園
で
す
。

　
敷
地
面
積
が
約
４
万
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
園
内
に
は
野
球
な
ど

が
で
き
る
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
２
面
）
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
４
面
）
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
ほ
か
、
記
念
樹
の
森
や
散
策
路

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
公
園
は
、

「
市
民
の
森
」
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
お
り
、
１
９
８
６
年
に
は
「
寝
屋
川
八

景
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
広
場
は
、
１
９
７
８
年
に
市
民

プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
、
２
０
１
２
年
ま
で

30
年
以
上
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
１
３
年
に
、
防
災
広
場
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
防
火
樹
が
植

栽
さ
れ
、
防
災
テ
ー
ブ
ル
・
防
災
照
明
灯

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
時
に
も
一
時

避
難
地
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
19
日
（
水
）

　
　
・
11
月
16
日
（
水
）

　
　
・
12
月
21
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
１
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
10
月
４
日
（
火
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室

　
10
月
13
日
（
木
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
27
日
（
木
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室
３
（
３
階
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
14
日
（
金
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
火
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
木
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
木
）
支
払

南
寝
屋
川
公
園

南
寝
屋
川
公
園

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。（

年
会
費
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
15
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
は
、

ま
ず
会
員
番
号
と
お
名
前
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◇  

お
　
願
　
い  

◇
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理事長 谷口 昌隆

就業会員募集
募
集
要
件
　73
歳
ま
で
の
男
性

作
業
内
容
　公
園
管
理
作
業

　
　
　
　
　一
般
家
庭
等
除
草
作
業

事
前
に
面
談
・
試
用
期
間
あ
り

屋
外
作
業
の
為
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。



　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、数
度
に
わ
た
り「
緊

急
事
態
宣
言
」や「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、感
染
症
拡
大
防
止

へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

新
規
感
染
者
は
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、感
染
状
況
に
大
き
な
改
善
が
見
ら
れ
な

い
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、会
員
の
皆
様
の
安
全
確

保
と
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、今
年
度
も
役
員
等
の
最
小
限
の
人
数
で

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
広
瀬
慶
輔
市
長
、北
川

光
昭
市
議
会
議
長
、板
東
敬
治
健
康
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
、邑
川
和
之
福
祉
部
長
の

皆
様
に
は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、ご
出

席
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

を
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
３
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
、監
査
報
告
及
び
役
員
の
選

任
並
び
に
定
款
の
一
部
変
更
、役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
ご
審
議
と
、令

和
４
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の
ご
報
告

と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
３
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
一
部
あ
り
ま
し
た
が
、事
業
実
績
は

契
約
金
額
で
１
．６
％
増
の
約
５
億
９
千
万

円
、就
業
延
人
員
で
は
１
４
０
，８
７
１
人
、

就
業
実
人
員
で
１
，０
３
９
人
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
加
え
全
国
的
に
会
員
数
が
減
少

す
る
中
、出
張
入
会
説
明
会
の
開
催
や
入
会

相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
結

果
、男
性
７
５
３
人
、女
性
３
８
２
人
、合
計

１
，１
３
５
人
と
前
年
度
に
比
べ
て
４
人
の

減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、出
張
入
会
説

明
会
や
入
会
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会

員
の
加
入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進

に
努
め
る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に

見
合
っ
た
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供

を
図
る
と
と
も
に
、安
全
か
つ
適
正
な
就
業

が
推
進
で
き
る
よ
う
、役
職
員
一
同
、一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
と
も
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、関
係
各
位
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 4 年度定時総会が開催されました
 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
６
月

８
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

８
０
６
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
47

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
繁
樹
　
様
　

「
指
定
管
理
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

　
当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て
い
る
打
上
川
治

水
緑
地
で
は
、
令
和
４
年
１
月
11
日
（
ワ
ン
・
ワ
ン
・
ワ
ン
の
日
）

か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
利
用
案
内

・
小
型
犬
と
中
・
大
型
犬
が
日
替
り
で
使
用
す
る
ド
ッ
グ

ラ
ン
施
設
で
す
。

　
〇
小
型
犬
（
概
ね
10
㎏
未
満
） 

奇
数
日

　
〇
中
・
大
型
犬
（
概
ね
10
㎏
以
上
） 

偶
数
日

・
飼
主
の
皆
様
は
、
ル
ー
ル
（
利
用
規
則
）
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
仲
良
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
料
は
無
料
で
す
。

・
利
用
時
間
は
午
前
６
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※

利
用
時
間
以
外
の
利
用
は
禁
止
し
ま
す
。

※

大
の
月
31
日
は
管
理
調
整
日
の
為
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
い
ま
す
。

会
員
紹
介
制
度
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
出

張
入
会
説
明
会
な
ど
を
行
い
、会
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
入
会
促
進
を
強
化
す
る
為
、会
員
紹
介
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方

で
、当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お

考
え
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
？

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
方
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、紹
介
者
の

会
員
の
方
へ
１
，０
０
０
円
相
当

の
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

（
会
員
１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
】

　
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
広
場
が
５
月
28
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
利
用
案
内

・
利
用
に
つ
い
て
：
無
料
（
予
約
申
し
込
み
は
不
要
）

・
利
用
時
間
に
つ
い
て
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
火
の
使
用
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
や
、
管
理
上
必
要
な
作
業
等
を
行

う
際
に
は
、
施
設
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
予
め
寝
屋
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
下

さ
い
。

　
注
意
事
項

・
ご
み
は
必
ず
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
下
さ
い
。

・
公
園
内
の
水
道
で
は
、
コ
ン
ロ
や
食
器
類
を
洗
わ
な

い
で
下
さ
い
。

・
使
用
し
た
炭
は
、
必
ず
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
炭
捨
て
場
へ
捨
て
て
下
さ
い
。

・
そ
の
他
、
注
意
事
項
を
必
ず
守
っ
て
、
利
用
し
て
下

さ
い
。

【
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
利
用
に
つ
い
て
】

　パナソニック　ホールディングス株
式会社様より、不織布マスクをご寄贈
いただきました。
　このマスクは、事務所の受付カウン
ターに設置し、市民の皆様方に対し活
用するとともに、入会説明会等の感染
症対策に有効に活用させていただいて
おります。
　貴重なマスク、誠にありがとうござ
いました。

打上川治水緑地　バーベキュー広場　位置図
※決められた場所以外でのバーベキューは
　禁止です。

令和４年９月 （7） 令和４年９月 （2）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和４年９月 令和４年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
本
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
も
一
定
の
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
手
指
の
消
毒
や
対
面
時
の
マ
ス
ク

の
着
用
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継
続
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て

も
、６
月
１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
30
％
と
、

超
高
齢
社
会
の
目
安
で
あ
る
21
％
を
大
幅
に

超
え
、
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
は
高
齢
者

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ

る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
長
年
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
、
技
術
、

そ
し
て
何
よ
り
も
働
き
続
け
た
い
、
誰
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
意
欲
を
地
域
社
会
で

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富

な
知
識
、経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」

の
提
供
な
ど
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
会
員
の
皆
様
の
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
ご
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま

す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
８
日
に
、
公
益
社
団
法

人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令

和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
長
寿
の
時
代
を
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
に

す
る
た
め
に
は
、
健
康
を
維
持
し
、
様
々
な

活
動
の
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
や
労
働
力
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
経
験
や
技
能
が
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
考
え
る
方
々
が
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に

働
け
る
環
境
づ
く
り
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者

の
方
々
の
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
知
識
と
経

験
、技
術
に
合
っ
た
就
業
機
会
を
提
供
さ
れ
、

会
員
の
生
活
や
健
康
、
生
き
が
い
に
応
え
る

こ
と
を
通
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
自
主
的
・
自
発
的
に
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
整
備
を
目
指
し
、
行
政
と
共
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
い
ま
だ
見
通
せ
な

い
中
、
不
自
由
な
生
活
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞
寝
屋
川
市
長
　
広
瀬
　
慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長
　
北
川
　
光
昭

令和4年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の開拓を積極的に行い、より一層会員へ
の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。

２．指定管理事業
　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。

３．普及啓発事業
　ホームページでの情報提供や就業開拓及び入会促
進用リーフレット等を配布するなど、シルバー事業
の積極的な普及啓発活動の推進に努めます。

４．研修・講習会事業
　就業機会の拡大・促進を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした各
種研修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。

６．安全・適正就業推進事業
　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」の周知徹底を図り、
適正な就業の確立に努めます。

７．職業紹介事業
　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。

８．労働者派遣事業
　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇への確立に努めます。

「ス
マ
ホ
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　
11
月
８
日
（
火
）
に
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
開

催
と
な
る
今
回
は
、『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座
』
と
題
し
、

ガ
ラ
ケ
ー
と
ス
マ
ホ
の
違
い
や
、
ス
マ
ホ
な
ら
で
は
の
機
能
、

基
本
操
作
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
が
わ
か
ら
な
い
、
カ
メ
ラ
や
地
図
ア
プ

リ
を
使
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
方
や
、
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
参
加
可
能
で
す
。（
講
座
は
、
貸
出
機
を
用
い
て
行
い
ま

す
）

　
会
員
で
な
い
方
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い

と
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

Ⅰ　経常増減の部
（1）経常収益  

１　受託事業収益 557,853,000 
２　労働者派遣事業等受託収益 6,000,000 
３　職業紹介事業受託収益 10,000 
４　受取会費 2,802,000 
５　受取補助金等 39,487,000 
６　指定管理者受託事業収益 102,722,000 
７　特定資産運用益 10,000 
８　雑収益 110,000 

経常収益計 708,994,000 

（2）経常費用   
１　事業費 699,700,000 
２　管理費 9,294,000 

経常費用計 708,994,000 
当期経常増減額 0 

当期一般正味財産増減額 0 
一般正味財産期首残高 85,819,566 
一般正味財産期末残高 85,819,566 

Ⅲ　正味財産期末残高 85,819,566 

令和３年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円

　
日
時
　
11
月
８
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

　
場
所
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
定
員
　
19
名

　
条
件
　
会
員
ま
た
は
寝
屋
川
市
在
住
の
方

　
　
　
　
参
加
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

　
　
　
　
お
電
話
に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。



令

和
４
年

度

表

彰

者

令

和
４
年

度

表

彰

者

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
の
在
会
会
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
下
　正
　
　
　北
校
区

平
沼
　智
義
　
　和
光
校
区

松
尾
　利
雄
　
　点
野
校
区

川
見
　稔
　
　
　明
和
校
区

植
村
　秀
雄
　
　点
野
校
区

成
田
　澄
江
　
　池
田
Ａ
校
区

平
川
　静
男
　
　成
美
校
区

工
藤
　義
勝
　
　西
Ａ
校
区

石
黒
　寛
　
　
　田
井
校
区

蔦
山
　清
敏
　
　西
Ｂ
校
区

松
田
　幸
一
　
　成
美
校
区

石
田
　彰
　
　
　西
Ａ
校
区

池
森
　佐
代
子
　池
田
Ｂ
校
区

馬
越
　清
　
　
　宇
谷
校
区

大
西
　清
次
　
　東
校
区

川
本
　栄
子
　
　梅
が
丘
校
区

堀
川
　豊
子
　
　国
松
緑
丘
校
区

本
田
　千
恵
子
　石
津
校
区

中
西
　博
　
　
　東
校
区

寺
田
　あ
け
み
　北
校
区

岩
坪
　満
　
　
　楠
根
校
区

山
﨑
　貴
代
子
　第
五
校
区

山
田
　孝
　
　
　田
井
校
区

香
西
　政
男
　
　北
校
区

垣
内
　明
子
　
　点
野
校
区

長
野
　松
枝
　
　成
美
校
区

中
原
　信
子
　
　田
井
校
区

沖
田
　正
治
　
　北
校
区

中
原
　一
利
　
　啓
明
校
区

長
嶋
　渉
　
　
　北
校
区

吉
田
　登
美
子
　池
田
Ａ
校
区

嶋
田
　菊
夫
　
　明
和
校
区

吉
田
　康
夫
　
　池
田
Ａ
校
区

古
庄
　多
美
子
　楠
根
校
区

林
　哲
夫
　
　
　北
校
区

泉
　純
子
　
　
　西
Ｂ
校
区

西
村
　治
　
　
　西
Ａ
校
区

宮
本
　文
男
　
　神
田
校
区

橋
本
　利
弘
　
　堀
溝
校
区

後
藤
　勝
利
　
　桜
校
区

平
岡
　勝
義
　
　東
校
区

福
田
　平
　
　
　北
校
区

中
村
　道
廣
　
　南
校
区

岡
本
　正
　
　
　池
田
Ａ
校
区

宇
野
　直
道
　
　北
校
区

大
倉
　正
勝
　
　木
田
Ｂ
校
区

髙
田
　艶
子
　
　啓
明
校
区

10
年
を
振
り
返
っ
て

後
藤
　勝
利

　10
年
ひ
と
昔
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
私
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
駐
輪
場
管
理
業
務
を
紹
介
さ

れ
、
業
務
に
つ
い
た
の
は
、
10
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

　あ
の
頃
の
新
聞
の
片
隅
に
あ
っ
た
エ
ッ
セ
イ
に
、
定
年

を
過
ぎ
、
社
会
の
お
荷
物
に
な
り
か
け
た
老
人
が
、
少
し

で
も
社
会
の
一
員
と
し
て
残
ろ
う
と
唯
一
見
出
し
た
仕
事

の
一
つ
に
、
駐
輪
場
の
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ズ

バ
リ
。
私
に
も
そ
の
仕
事
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。

　私
は
決
心
し
ま
し
た
。
私
を
使
っ
て
下
さ
る
企
業
の
求

め
て
い
る
意
向
に
沿
い
、
ま
た
、
お
客
様
の
求
め
て
お
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
日
々
探
求
し
、
機
械
で
は
処
理
で
き
な

い
仕
事
の
価
値
観
を
求
め
、
人
の
す
る
仕
事
と
し
て
、
日
々

精
進
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
す
。

　そ
の
後
、
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
同
僚
や
そ
の
他
の
方
々

に
大
き
な
迷
惑
も
か
け
ず
に
現
在
に
至
っ
た
こ
と
は
、
皆

様
に
感
謝
。
健
康
に
感
謝
で
す
。

　こ
の
10
年
の
間
に
も
、
一
億
総
労
働
社
会
や
、
機
械
に

で
き
る
こ
と
は
機
械

化
に
と
、
そ
の
波
は

駐
輪
場
に
ま
で
も
及

ん
で
き
て
い
ま
す
。

で
も
、
私
は
ま
だ
元

気
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
社
会
か
ら
相
手
に

さ
れ
な
く
な
る
自
分

を
見
つ
め
、
努
力
し

て
認
め
ら
れ
る
自
分

に
な
り
た
く
、
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、
総
会
終
了

後
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
新
役
員
を
紹
介
し

ま
す
。

　任
期
は
２
年
で
す
。

令和３年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

860

16,746

540

111,044

60,640

303,985

4,921

498,736

236

5,464

351

33,192

9,001

82,608

1,808

132,660

4

1,718

13

52

40

1,410

17

3,254

1,338,282

34,570,726

590,925

120,825,506

32,110,189

342,334,219

5,360,855

537,130,702

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

751人

388人

1,139人

132人

78人

210人

130人

84人

214人

753人

382人

1,135人

73.6歳

73.1歳

73.4歳

605人

360人

965人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

41,269,870

事務費
（円）

6,494,596

消費税
（円）

4,693,829

合　計
（円）

52,458,295668,21138,744

令和３年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額
 
 

537,251,727
5,421,012

0
2,466,500

36,967,000
100,740,709

4,526
16,492

682,867,966

 
675,416,410

8,134,754
683,551,164

△ 683,198
 
 

3
3

△ 3
△ 683,201
85,820,566
85,137,365
85,137,365

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計
　　当期経営増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

　
　
　
　
　
　
　 

(
敬
称
略
順
不
同
)

　
理 

事 

長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

　
副
理
事
長
　
乾
　
　
　
嘉
　
子

　
常
務
理
事
　
大
久
保
　
勝
　
次

　
理
　
　
事
　
榊
　
原
　
貞
　
夫

　
　
　
　
　
　
塚
　
本
　
美
津
子

　
　
　
　
　
　
中
　
西
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
兼
　
治

　
　
　
　
　
　
畑
　
中
　
克
　
己

　
　
　
　
　
　
牧
　
村
　
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
博
　
昭

　
監
　
　
事
　
海
　
野
　
一
　
登

　
　
　
　
　
　
平
　
石
　
　
　
貴

令
和
４
・
５
年
度
　
役
員
紹
介

令和４年９月 令和４年９月（5） （4）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



令

和
４
年

度

表

彰

者

令

和
４
年

度

表

彰

者

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
の
在
会
会
員

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　表
彰
状
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
活
躍
を

期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

宮
下
　正
　
　
　北
校
区

平
沼
　智
義
　
　和
光
校
区

松
尾
　利
雄
　
　点
野
校
区

川
見
　稔
　
　
　明
和
校
区

植
村
　秀
雄
　
　点
野
校
区

成
田
　澄
江
　
　池
田
Ａ
校
区

平
川
　静
男
　
　成
美
校
区

工
藤
　義
勝
　
　西
Ａ
校
区

石
黒
　寛
　
　
　田
井
校
区

蔦
山
　清
敏
　
　西
Ｂ
校
区

松
田
　幸
一
　
　成
美
校
区

石
田
　彰
　
　
　西
Ａ
校
区

池
森
　佐
代
子
　池
田
Ｂ
校
区

馬
越
　清
　
　
　宇
谷
校
区

大
西
　清
次
　
　東
校
区

川
本
　栄
子
　
　梅
が
丘
校
区

堀
川
　豊
子
　
　国
松
緑
丘
校
区

本
田
　千
恵
子
　石
津
校
区

中
西
　博
　
　
　東
校
区

寺
田
　あ
け
み
　北
校
区

岩
坪
　満
　
　
　楠
根
校
区

山
﨑
　貴
代
子
　第
五
校
区

山
田
　孝
　
　
　田
井
校
区

香
西
　政
男
　
　北
校
区

垣
内
　明
子
　
　点
野
校
区

長
野
　松
枝
　
　成
美
校
区

中
原
　信
子
　
　田
井
校
区

沖
田
　正
治
　
　北
校
区

中
原
　一
利
　
　啓
明
校
区

長
嶋
　渉
　
　
　北
校
区

吉
田
　登
美
子
　池
田
Ａ
校
区

嶋
田
　菊
夫
　
　明
和
校
区

吉
田
　康
夫
　
　池
田
Ａ
校
区

古
庄
　多
美
子
　楠
根
校
区

林
　哲
夫
　
　
　北
校
区

泉
　純
子
　
　
　西
Ｂ
校
区

西
村
　治
　
　
　西
Ａ
校
区

宮
本
　文
男
　
　神
田
校
区

橋
本
　利
弘
　
　堀
溝
校
区

後
藤
　勝
利
　
　桜
校
区

平
岡
　勝
義
　
　東
校
区

福
田
　平
　
　
　北
校
区

中
村
　道
廣
　
　南
校
区

岡
本
　正
　
　
　池
田
Ａ
校
区

宇
野
　直
道
　
　北
校
区

大
倉
　正
勝
　
　木
田
Ｂ
校
区

髙
田
　艶
子
　
　啓
明
校
区

10
年
を
振
り
返
っ
て

後
藤
　勝
利

　10
年
ひ
と
昔
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
私
が
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
駐
輪
場
管
理
業
務
を
紹
介
さ

れ
、
業
務
に
つ
い
た
の
は
、
10
年
前
の
こ
と
で
し
た
。

　あ
の
頃
の
新
聞
の
片
隅
に
あ
っ
た
エ
ッ
セ
イ
に
、
定
年

を
過
ぎ
、
社
会
の
お
荷
物
に
な
り
か
け
た
老
人
が
、
少
し

で
も
社
会
の
一
員
と
し
て
残
ろ
う
と
唯
一
見
出
し
た
仕
事

の
一
つ
に
、
駐
輪
場
の
仕
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
ズ

バ
リ
。
私
に
も
そ
の
仕
事
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
す
。

　私
は
決
心
し
ま
し
た
。
私
を
使
っ
て
下
さ
る
企
業
の
求

め
て
い
る
意
向
に
沿
い
、
ま
た
、
お
客
様
の
求
め
て
お
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
を
日
々
探
求
し
、
機
械
で
は
処
理
で
き
な

い
仕
事
の
価
値
観
を
求
め
、
人
の
す
る
仕
事
と
し
て
、
日
々

精
進
し
て
ま
い
っ
た
つ
も
り
で
す
。

　そ
の
後
、
大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
同
僚
や
そ
の
他
の
方
々

に
大
き
な
迷
惑
も
か
け
ず
に
現
在
に
至
っ
た
こ
と
は
、
皆

様
に
感
謝
。
健
康
に
感
謝
で
す
。

　こ
の
10
年
の
間
に
も
、
一
億
総
労
働
社
会
や
、
機
械
に

で
き
る
こ
と
は
機
械

化
に
と
、
そ
の
波
は

駐
輪
場
に
ま
で
も
及

ん
で
き
て
い
ま
す
。

で
も
、
私
は
ま
だ
元

気
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
社
会
か
ら
相
手
に

さ
れ
な
く
な
る
自
分

を
見
つ
め
、
努
力
し

て
認
め
ら
れ
る
自
分

に
な
り
た
く
、
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　令
和
４
年
度
定
時
総
会
で
承
認
さ
れ
、
総
会
終
了

後
の
理
事
会
に
お
い
て
決
定
し
た
新
役
員
を
紹
介
し

ま
す
。

　任
期
は
２
年
で
す
。

令和３年度　事業実績職群別

専 門 技 術 群

技 能 群

事 務 整 理 群

施 設 管 理 群

折 衝 外 交 群

軽 作 業 群

サ ー ビ ス 群

合 計

区　　分 就業延時間（時間） 就業延人員（人日） 受注件数（件） 契約金額（円）

860

16,746

540

111,044

60,640

303,985

4,921

498,736

236

5,464

351

33,192

9,001

82,608

1,808

132,660

4

1,718

13

52

40

1,410

17

3,254

1,338,282

34,570,726

590,925

120,825,506

32,110,189

342,334,219

5,360,855

537,130,702

会　員　数
性　別 年度当初 途中入会者 途中退会者 年度末現在 平均年齢 就業実人員

男　性

女　性

合　計

751人

388人

1,139人

132人

78人

210人

130人

84人

214人

753人

382人

1,135人

73.6歳

73.1歳

73.4歳

605人

360人

965人

【 

総 

会 

報 

告 

】

派遣事業報告書
就　業
延時間

（時間）

就　業
延人員

（人日）

受　注
件　数
（件）

賃　金
（円）

41,269,870

事務費
（円）

6,494,596

消費税
（円）

4,693,829

合　計
（円）

52,458,295668,21138,744

令和３年度　正味財産増減計算書

I　経常増減の部
（1）　経常収益

1　受託事業収益
2　労働者派遣事業等受託収益
3　職業紹介事業受託収益
4　受取会費
5　受取補助金等
6　指定管理者受託事業収益
7　特定資産運用益　
８　雑収益
経常収益計

科　　目 決 算 額
 
 

537,251,727
5,421,012

0
2,466,500

36,967,000
100,740,709

4,526
16,492

682,867,966

 
675,416,410

8,134,754
683,551,164

△ 683,198
 
 

3
3

△ 3
△ 683,201
85,820,566
85,137,365
85,137,365

収益 費用単位：円 単位：円

科　　目 決 算 額
（2）経常費用  　
　　1　事業費
　　2　管理費
　　経常費用計
　　当期経常増減額
Ⅱ　経常外増減の部

（１）　経常外収益
　　固定資産売収益
　　経常外収益計
　　当期経営増減額
　　当期一般正味財産増減額
　　　一般正味財産期首残高
　　　一般正味財産期末残高
Ⅲ　正味財産期末残高

　
　
　
　
　
　
　 

(
敬
称
略
順
不
同
)

　
理 

事 

長
　
谷
　
口
　
昌
　
隆

　
副
理
事
長
　
乾
　
　
　
嘉
　
子

　
常
務
理
事
　
大
久
保
　
勝
　
次

　
理
　
　
事
　
榊
　
原
　
貞
　
夫

　
　
　
　
　
　
塚
　
本
　
美
津
子

　
　
　
　
　
　
中
　
西
　
　
　
博

　
　
　
　
　
　
永
　
田
　
兼
　
治

　
　
　
　
　
　
畑
　
中
　
克
　
己

　
　
　
　
　
　
牧
　
村
　
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
博
　
昭

　
監
　
　
事
　
海
　
野
　
一
　
登

　
　
　
　
　
　
平
　
石
　
　
　
貴

令
和
４
・
５
年
度
　
役
員
紹
介

令和４年９月 令和４年９月（5） （4）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



令和４年９月 令和４年９月（3） （6）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター

　
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
ご
開

催
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
表
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
よ
り
谷
口
理
事
長
を
始
め
、
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
本
市
市
政
の
推
進
に
格
別
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
状
況
も
一
定
の
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
手
指
の
消
毒
や
対
面
時
の
マ
ス
ク

の
着
用
等
の
基
本
的
な
感
染
対
策
の
継
続
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
わ
が
国
で
は
少
子
高
齢
化
が
急
速

に
進
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
い
て

も
、６
月
１
日
現
在
の
高
齢
化
率
は
30
％
と
、

超
高
齢
社
会
の
目
安
で
あ
る
21
％
を
大
幅
に

超
え
、
市
民
の
４
人
に
１
人
以
上
は
高
齢
者

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
高
齢
化
の
進
行
が
見
込
ま
れ

る
中
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
皆
様
が
長
年
培
っ

て
こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
、
技
術
、

そ
し
て
何
よ
り
も
働
き
続
け
た
い
、
誰
か
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
意
欲
を
地
域
社
会
で

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
こ

と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
シ
ル
バ
ー

世
代
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ
た
豊
富

な
知
識
、経
験
、技
能
を
活
か
し
た「
働
く
場
」

の
提
供
な
ど
、「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
」

の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
会
員
の
皆
様
の
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
の
実
現
と
、
地

域
社
会
の
活
性
化
に
ご
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま

す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も

に
、
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
民
の
皆
様

が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
立

し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実

現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
か
ら
議
会
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
８
日
に
、
公
益
社
団
法

人
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令

和
４
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
表
彰
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
皆

様
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
、
健
康
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
ま

す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
我
が
国
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い

超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
長
寿
の
時
代
を
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
社
会
に

す
る
た
め
に
は
、
健
康
を
維
持
し
、
様
々
な

活
動
の
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
や
労
働
力
人
口
の

減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
経
験
や
技
能
が
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
と
考
え
る
方
々
が
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス
で
自
由
に

働
け
る
環
境
づ
く
り
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
高
齢
者

の
方
々
の
長
年
培
わ
れ
た
豊
か
な
知
識
と
経

験
、技
術
に
合
っ
た
就
業
機
会
を
提
供
さ
れ
、

会
員
の
生
活
や
健
康
、
生
き
が
い
に
応
え
る

こ
と
を
通
し
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
し
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
敬
意
と

感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
高
齢
者
の

方
々
が
、
自
主
的
・
自
発
的
に
社
会
に
貢
献

で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
い
き
い
き
と
暮
ら
せ

る
環
境
整
備
を
目
指
し
、
行
政
と
共
に
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
様
方
に
は
、
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
が
い
ま
だ
見
通
せ
な

い
中
、
不
自
由
な
生
活
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
寝
屋
川
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会

員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

祝

辞
寝
屋
川
市
長
　
広
瀬
　
慶
輔

ご

祝

辞

寝
屋
川
市
議
会
議
長
　
北
川
　
光
昭

令和4年度　事　業　計　画
１．就業開拓提供事業

　就業機会の開拓を積極的に行い、より一層会員へ
の提供に努めます。
　健康で働く意欲の高い高年齢者の入会促進と、特
に女性高年齢者の入会促進を積極的に推進し、会員
拡大に努めます。

２．指定管理事業
　寝屋川市都市公園及び公園墓地を快適かつ安全に
利用していただくため、適正な維持、管理に努めま
す。

３．普及啓発事業
　ホームページでの情報提供や就業開拓及び入会促
進用リーフレット等を配布するなど、シルバー事業
の積極的な普及啓発活動の推進に努めます。

４．研修・講習会事業
　就業機会の拡大・促進を図るため、就業等に必要
な知識及び技能の取得や資質の向上を目的とした各
種研修・講習会を実施します。

５．相談事業
　高年齢者に就業機会の提供を促進するため、定期
的な入会説明会に加え、出張入会説明会や入会相談
会を開催し、会員の加入促進に努めます。

６．安全・適正就業推進事業
　安全・適正就業推進委員会を中心として、講習会
の実施や現場へのパトロールを実施します。
　また、「適正就業ガイドライン」の周知徹底を図り、
適正な就業の確立に努めます。

７．職業紹介事業
　仕事の求人を企業等から受け、希望する高年齢者
に対して、就業情報を提供し、有料による就職の斡
旋を行います。

８．労働者派遣事業
　労働者派遣事業による就業を提供し、派遣事業の
拡大と適正就業の推進に努めます。
　また、同種の業務に従事する労働者との均等・均
衡待遇への確立に努めます。

「ス
マ
ホ
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　
11
月
８
日
（
火
）
に
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
初
開

催
と
な
る
今
回
は
、『
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
講
座
』
と
題
し
、

ガ
ラ
ケ
ー
と
ス
マ
ホ
の
違
い
や
、
ス
マ
ホ
な
ら
で
は
の
機
能
、

基
本
操
作
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
が
わ
か
ら
な
い
、
カ
メ
ラ
や
地
図
ア
プ

リ
を
使
っ
て
み
た
い
！
と
い
う
方
や
、
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
で
な
い

方
も
参
加
可
能
で
す
。（
講
座
は
、
貸
出
機
を
用
い
て
行
い
ま

す
）

　
会
員
で
な
い
方
も
対
象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
知
り
合
い

と
一
緒
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

Ⅰ　経常増減の部
（1）経常収益  

１　受託事業収益 557,853,000 
２　労働者派遣事業等受託収益 6,000,000 
３　職業紹介事業受託収益 10,000 
４　受取会費 2,802,000 
５　受取補助金等 39,487,000 
６　指定管理者受託事業収益 102,722,000 
７　特定資産運用益 10,000 
８　雑収益 110,000 

経常収益計 708,994,000 

（2）経常費用   
１　事業費 699,700,000 
２　管理費 9,294,000 

経常費用計 708,994,000 
当期経常増減額 0 

当期一般正味財産増減額 0 
一般正味財産期首残高 85,819,566 
一般正味財産期末残高 85,819,566 

Ⅲ　正味財産期末残高 85,819,566 

令和３年度　収　支　予　算

科　　目 予 算 額 科　　目 予 算 額
収益 単位：円 費用 単位：円

　
日
時
　
11
月
８
日
（
火
）
14
時
〜
16
時

　
場
所
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
定
員
　
19
名

　
条
件
　
会
員
ま
た
は
寝
屋
川
市
在
住
の
方

　
　
　
　
参
加
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

　
　
　
　
お
電
話
に
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。



　
本
日
の
公
益
社
団
法
人
寝
屋
川
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
４
年
度
定
時
総

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、数
度
に
わ
た
り「
緊

急
事
態
宣
言
」や「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
」が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、感
染
症
拡
大
防
止

へ
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

新
規
感
染
者
は
若
干
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、感
染
状
況
に
大
き
な
改
善
が
見
ら
れ
な

い
非
常
に
厳
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、会
員
の
皆
様
の
安
全
確

保
と
感
染
症
の
拡
大
を
防
止
す
る
観
点
か

ら
、今
年
度
も
役
員
等
の
最
小
限
の
人
数
で

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ご

出
席
を
控
え
、議
決
権
行
使
書
に
よ
り
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、本
日
、ご
来
賓
と
し
て
ご
出
席
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
広
瀬
慶
輔
市
長
、北
川

光
昭
市
議
会
議
長
、板
東
敬
治
健
康
福
祉
常

任
委
員
会
委
員
長
、邑
川
和
之
福
祉
部
長
の

皆
様
に
は
、諸
般
の
事
情
等
を
勘
案
し
、ご
出

席
を
見
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
ご
出
席
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
様
に
は
、平
素
よ
り
、当
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
、ご
支
援

を
い
た
だ
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
日
の
総
会
は
、令
和
３
年
度
事
業
報

告
、決
算
報
告
、監
査
報
告
及
び
役
員
の
選

任
並
び
に
定
款
の
一
部
変
更
、役
員
の
報
酬
に

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
の
ご
審
議
と
、令

和
４
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
の
ご
報
告

と
、い
ず
れ
も
重
要
な
案
件
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、慎
重
ご
審
議
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、本
年
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
発
展
に
功
績
の
あ
り
ま
し
た
会
員
の
皆

様
に
対
し
ま
し
て
、表
彰
状
の
授
与
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、令
和
３
年
度
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、前
年

度
に
引
き
続
き
、就
業
機
会
の
拡
大
と
会
員

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
も
一
部
あ
り
ま
し
た
が
、事
業
実
績
は

契
約
金
額
で
１
．６
％
増
の
約
５
億
９
千
万

円
、就
業
延
人
員
で
は
１
４
０
，８
７
１
人
、

就
業
実
人
員
で
１
，０
３
９
人
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、会
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
加
え
全
国
的
に
会
員
数
が
減
少

す
る
中
、出
張
入
会
説
明
会
の
開
催
や
入
会

相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会
員
の
拡
大
へ

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
結

果
、男
性
７
５
３
人
、女
性
３
８
２
人
、合
計

１
，１
３
５
人
と
前
年
度
に
比
べ
て
４
人
の

減
少
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
の
皆
様
方
の
不
断

の
努
力
は
申
す
に
及
ば
ず
、市
当
局
を
は
じ

め
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援

の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
、出
張
入
会
説

明
会
や
入
会
相
談
会
を
実
施
す
る
な
ど
、会

員
の
加
入
促
進
と
就
業
機
会
の
拡
大
・
促
進

に
努
め
る
中
で
、会
員
の
ニ
ー
ズ
や
会
員
数
に

見
合
っ
た
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
・
提
供

を
図
る
と
と
も
に
、安
全
か
つ
適
正
な
就
業

が
推
進
で
き
る
よ
う
、役
職
員
一
同
、一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、今
後
と
も
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
よ
り
一
層
の
ご
支

援
、ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、関
係
各
位
、会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
事
長
　
　谷
　口
　昌
　隆

令和 4 年度定時総会が開催されました

 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
６
月

８
日（
水
）午
後
１
時
よ
り
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
為
、役
員

等
の
12
名
の
出
席
と
、書
面
に
よ

り
議
決
権
を
行
使
さ
れ
る
会
員

８
０
６
名
で
定
足
数
の
過
半
数

を
充
足
し
、総
会
は
成
立
い
た
し

ま
し
た
。

　
谷
口
理
事
長
の
開
会
の
あ
い
さ

つ
。次
い
で
、在
会
10
年
の
会
員
47

名
に
対
し
て
表
彰
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
移
り
、こ
の
総
会
に
上

程
さ
れ
た
第
１
号
議
案
か
ら
第

５
号
議
案
、報
告
案
件
の
２
件
の

す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
承
認

さ
れ
、終
了
い
た
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
定
時
総
会
　
挨
拶

祝
電

大
阪
労
働
局
職
業
安
定
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
橋
荘
次
　
様
　
　

大
阪
府
商
工
労
働
部
労
働
政
策
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
門
孝
治
　
様
　
　

公
益
社
団
法
人
大
阪
府
シ
ル
バ
ー
　
　
　
　
　

　
　
人
材
セ
ン
タ
ー
協
議
会
　
会
長
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山
繁
樹
　
様
　

「
指
定
管
理
か
ら
の
お
知
ら
せ
」

　
当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
し
て
い
る
打
上
川
治

水
緑
地
で
は
、
令
和
４
年
１
月
11
日
（
ワ
ン
・
ワ
ン
・
ワ
ン
の
日
）

か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
が
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
利
用
案
内

・
小
型
犬
と
中
・
大
型
犬
が
日
替
り
で
使
用
す
る
ド
ッ
グ

ラ
ン
施
設
で
す
。

　
〇
小
型
犬
（
概
ね
10
㎏
未
満
） 

奇
数
日

　
〇
中
・
大
型
犬
（
概
ね
10
㎏
以
上
） 

偶
数
日

・
飼
主
の
皆
様
は
、
ル
ー
ル
（
利
用
規
則
）
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
仲
良
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
場
料
は
無
料
で
す
。

・
利
用
時
間
は
午
前
６
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で

※

利
用
時
間
以
外
の
利
用
は
禁
止
し
ま
す
。

※

大
の
月
31
日
は
管
理
調
整
日
の
為
、
施
設
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
い
ま
す
。

会
員
紹
介
制
度
に
つ
い
て

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、会
員
募
集
チ
ラ
シ
の
配
布
や
出

張
入
会
説
明
会
な
ど
を
行
い
、会
員
拡
大
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
一
層
入
会
促
進
を
強
化
す
る
為
、会
員
紹
介
制
度
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
方

で
、当
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
会
を
お

考
え
の
方
は
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
？

　
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ
の
方
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
ら
、紹
介
者
の

会
員
の
方
へ
１
，０
０
０
円
相
当

の
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
！

（
会
員
１
人
に
つ
き
２
回
ま
で
）

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
利
用
に
つ
い
て
】

　
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
広
場
が
５
月
28
日
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
て

い
ま
す
。

　
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
利
用
案
内

・
利
用
に
つ
い
て
：
無
料
（
予
約
申
し
込
み
は
不
要
）

・
利
用
時
間
に
つ
い
て
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

　
（
火
の
使
用
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
イ
ベ
ン
ト
実
施
時
や
、
管
理
上
必
要
な
作
業
等
を
行

う
際
に
は
、
施
設
を
利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
予
め
寝
屋
川
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認
下

さ
い
。

　
注
意
事
項

・
ご
み
は
必
ず
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
下
さ
い
。

・
公
園
内
の
水
道
で
は
、
コ
ン
ロ
や
食
器
類
を
洗
わ
な

い
で
下
さ
い
。

・
使
用
し
た
炭
は
、
必
ず
火
が
消
え
た
こ
と
を
確
認
し

て
か
ら
炭
捨
て
場
へ
捨
て
て
下
さ
い
。

・
そ
の
他
、
注
意
事
項
を
必
ず
守
っ
て
、
利
用
し
て
下

さ
い
。

【
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
の
利
用
に
つ
い
て
】

　パナソニック　ホールディングス株
式会社様より、不織布マスクをご寄贈
いただきました。
　このマスクは、事務所の受付カウン
ターに設置し、市民の皆様方に対し活
用するとともに、入会説明会等の感染
症対策に有効に活用させていただいて
おります。
　貴重なマスク、誠にありがとうござ
いました。

打上川治水緑地　バーベキュー広場　位置図
※決められた場所以外でのバーベキューは
　禁止です。

令和４年９月 （7） 令和４年９月 （2）（公社）寝屋川市シルバー人材センター （公社）寝屋川市シルバー人材センター



　
当
セ
ン
タ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
南
寝
屋
川
公
園
は
、
寝
屋
川

市
の
南
側
に
位
置
す
る
寝
屋
川
市
の
代
表

的
な
公
園
で
す
。

　
敷
地
面
積
が
約
４
万
５
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
園
内
に
は
野
球
な
ど

が
で
き
る
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
２
面
）
や

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
４
面
）
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
ほ
か
、
記
念
樹
の
森
や
散
策
路

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
公
園
は
、

「
市
民
の
森
」
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ

て
お
り
、
１
９
８
６
年
に
は
「
寝
屋
川
八

景
」
の
ひ
と
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
広
場
は
、
１
９
７
８
年
に
市
民

プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
、
２
０
１
２
年
ま
で

30
年
以
上
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２

０
１
３
年
に
、
防
災
広
場
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
防
火
樹
が
植

栽
さ
れ
、
防
災
テ
ー
ブ
ル
・
防
災
照
明
灯

が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
時
に
も
一
時

避
難
地
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
広
報
部
会
で
は
、
会
報
・
セ
ン
タ
ー

通
信
に
掲
載
す
る
原
稿
や
、
写
真
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
投
稿
箱
を
事
務
所
前
に
設
置

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
セ
ン
タ
ー
、
広

報
部
会
に
対
し
て
の
ご
意
見
も
、
ど
し

ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。広

報
部
会
員
一
同

編
集
後
記

　
当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
数
は
、
前
年
度
は
残

念
な
が
ら
わ
ず
か
で
は
あ
り
ま
す
が
減
少
し
、

会
員
不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
お
仕
事
を
職
種
、

時
間
、
地
域
等
の
条
件
に
よ
っ
て
は
就
業
会

員
不
足
の
た
め
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ケ
ー
ス
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
友
人
や
ご
近
所
の
方

で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
就
業
に

興
味
の
あ
る
方
に
入
会
の
ご
案
内
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
○
入
会
の
条
件

　
　
・
寝
屋
川
市
在
住

　
　
・
60
歳
以
上

　
　
・
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

　
○
入
会
説
明
会
日
程

　
　
・
10
月
19
日
（
水
）

　
　
・
11
月
16
日
（
水
）

　
　
・
12
月
21
日
（
水
）

　※

参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
○
時
　
間
　
14
時
か
ら
約
60
分
程
度

　
　
　
　
　
　（
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
）

　
○
場
　
所
　
市
民
会
館

　
　
　
　
　
　
第
２
会
議
室

　
○
持
ち
物
　
・
筆
記
用
具

　
　
　
　
　
　
・
年
会
費
（
１
，
０
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　※

10
月
以
降
の
入
会
者

　
　
　
　
　
　
　
か
つ
入
会
年
度
の
み

　
　
　
　
　
　
・
身
分
証
明
で
き
る
も
の

　
　
　
　
　
　（
免
許
証
・
健
康
保
険
証
等
）

　
10
月
１
日
（
土
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
市
民
会
館
　
第
１
会
議
室

　
10
月
４
日
（
火
）
10
時
か
ら

　
　
　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
会
議
室

　
10
月
13
日
（
木
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
講
義
室

　
10
月
27
日
（
木
）
14
時
か
ら

　
　
　
　
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
多
目
的
室
３
（
３
階
）

　※
参
加
予
約
が
必
要
で
す
。

　
　
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

会
員
拡
大
に
ご
協
力
を
！

配
分
金
支
払
予
定
日

９
月
分
配
分
金
↓
10
月
14
日
（
金
）
支
払

10
月
分
配
分
金
↓
11
月
15
日
（
火
）
支
払

11
月
分
配
分
金
↓
12
月
15
日
（
木
）
支
払

12
月
分
配
分
金
↓
１
月
19
日
（
木
）
支
払

南
寝
屋
川
公
園

南
寝
屋
川
公
園

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

会
費
の
納
入
に
つ
い
て

　
会
費
は
、
会
員
の
保
険
加
入
等
に
支
払
わ

れ
る
重
要
な
財
源
で
す
。

　
会
費
が
納
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
お

仕
事
の
提
供
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現
在

就
業
さ
れ
て
い
る
方
も
、
就
業
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

　
納
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
速
や
か
に
納

入
し
て
下
さ
い
。（

年
会
費
　
２
，
０
０
０
円
）

　
４
月
１
日
に
会
員
で
あ
る
場
合
、
そ
の
年

度
の
会
費
が
発
生
し
て
い
ま
す
。（
会
員
資
格

は
、
会
員
自
身
が
退
会
手
続
き
を
し
な
い
限

り
、
自
動
継
続
で
す
）

　
会
費
未
納
の
方
は
、
退
会
さ
れ
る
場
合
で

も
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
す
で
に
今
年
度
の
会
費
を
納
め
ら

れ
て
い
る
方
も
、
年
度
が
替
わ
る
と
会
費
の

支
払
い
義
務
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意

下
さ
い
。

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

出
張
入
会
説
明
会
の
開
催

　
毎
年
10
月
の
第
３
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー

の
日
」
と
定
め
、
全
国
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で
普
及
啓
発
を
兼
ね
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
10
月
15
日
（
土
）
に
市
道
池
田
秦

線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
集
合
時
間
　
午
前
９
時
45
分

　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
　
作
業
開
始

　
　
　
　
　
　
雨
天
中
止

　
集
合
場
所
　
市
役
所
ま
た
は

　
　
　
　
　
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
参
加
者
募
集

お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
事
務
所
へ
電
話
を
さ
れ
る
場
合
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就業会員募集
募
集
要
件
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歳
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園
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理
作
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　一
般
家
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除
草
作
業

事
前
に
面
談
・
試
用
期
間
あ
り

屋
外
作
業
の
為
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。


